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世界初の技術で従来のペーパーハニカムから、 

吸湿性・強度５倍 耐水性３００倍の向上

さらに従来よりも生産の低コスト化を実現。
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樹脂や無機物を用いず
シンプルな工程＆低コスト

難燃性

※特許出願中産総研と共同開発
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■ 多孔質シリカ被膜付きのペーパーハニカム　

▲一般的なペーパーハニカム基材（上）と多孔質シリカ被膜した基材（下）　　　

ペーパーハニカム構造体の表面を多孔質シリカで被膜し、樹
脂や無機物を混合させず、強度、耐水性、難燃性を向上し、
低コストで生産が可能になった新しいペーパーハニカムです。
従来のペーパーハニカム構造体は耐水性や難燃性に弱点があ
り、生産時に置ける工程や高コストが問題でしたが、多孔質
シリカ被膜付きペーパーハニカムは、樹脂や無機物を資材に
混合する必要が無くなり、高温処理などの煩雑な処理工程を
しないため、環境負荷物質の低減、製造プロセスの省エネル
ギー化を実現しました。

上の写真の基材は、
繊維が毛羽立って
いるためハニカム
の接点が剥がれや
すい。

下の写真の基材は、
多孔質シリカで被
膜されているため、
ハニカムの接点が
強固に接着されて
いる。

■ 大幅に向上した耐水性 ■ 有害物質を使用しない難燃性

▲処理前基材（左）と多孔質シリカ被膜基材（右）の燃焼試験結果

sinei

▲処理前基材（左）と多孔質シリカ被膜基材（右）の流水試験結果

水道水を用いて 1000ml/min の流水
中に基材を浸漬させ、その後の状態を
目視により評価する流水試験を実施しま
した。処理前基材は３０分程度で形態が崩れ、
多孔質シリカ被膜基材は一週間もの間浸漬して
も形状の変化が見られず、大幅に耐水性が向上
しました。

ガスバーナーの出口から炎の高さを
５０mm取り、その位置にステンレス
の金網を設置。金網の上に試験体を置いて
６０秒間の燃焼試験を実施しました。処理前基材
はすぐに燃焼し始めましたが、多孔質シリカ被膜
基材はわずかな変色が見られる程度で、被膜によ
る難燃性を付与する事ができました。

■ 低コスト・多機能化で様々な分野に対応 ■

●プレスすることで被膜が取れ、通常通りのリサイクルが可能。

電子顕微鏡（写真１）の処理前基材ではセルロース繊維
が明確に観測され、処理後基材ではセルロース繊維は多
孔質シリカで被膜されているのが確認できました。　 
試験体の圧縮試験では処理前基材の圧縮強度は 0.８５Ｍ
Pa であるのに対し、多孔質シリカ被膜基材では被膜の効
果により４.４MPa に達しました。
また湿度７０％の室内で１５時間吸湿させた後に重量測
定を行い吸湿率を求める吸湿試験結果では、処理前基材
に対して５倍の吸湿率になりました。
基材表面の多孔質シリカ被膜の膜厚や比表面積を制御す
ることで調湿機能を持たせるなど様々な用途に対応でき
るため、バイオプロセス、浄化材、高機能性建材、空調
材など、幅広い分野での応用が期待されています。

▲（写真１）電子顕微鏡で拡大したセルロース繊維
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